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Ⅰ．はじめに

　児童福祉施設の一つである児童養護施設は、保護者の
いない児童、虐待されている児童その他環境上養護を要
する児童を入所させて、これを養護し、あわせてその自
立を支援することを目的とした施設である。昨今の特徴
としては、虐待を受けて入所している者が多い。
　彼らの大半は、虐待など不適切なかかわりを親から受
けたことで、心に傷を背負って「意欲的」・「主体的」に
人生に対峙できない子どもも少なくない１）。また彼らの
学習面は、山本によると学習意欲や集中力、持続力の欠
如、理解力の不足など勉強面での遅れがあると述べてい
る 2）。且つ、施設から通学しているということで、イジ
メに逢って、不登校になった者もいる 3）。このような状
況のなか子どもを養育するには、里親のもとで養育され
る方がよいという村井の自立の考え方を援用してみる。
　村井は、自立は「自分でやろうとする意欲や主体性を
もち、経験のなかから学んでいく姿勢をもつこと」と捉
えている４）。この点に関して越後は、児童養護施設を退
所した子どもの大半は不適切な環境の中で育ち、「意欲」
や「主体性」が育ちきれていないと述べている５）。この
ことは、こうした「意欲」や「主体性」はそこでの「経
験」と大きく関連していることを示唆している。
　そこで本研究では、子どもの「意欲」や「主体性」を
育むためには、里親のもとで養育されることが、環境・
条件的にも良いのではという説を論考していく。方法と
しては、施設入所前の親の養育姿勢と子どもの「意欲」・

「主体性」、経済的困窮と子どもの「意欲」・「主体性」そ
して「経験」について述べる。加えて、同じ視点で児童
養護施設・里親について論じる。最後に、「意欲」・「主
体性」を養う観点から里親に委託されて、大学などに進
学することを述べる。

Ⅱ． 両親の養育姿勢と意欲・主体性

　施設で暮らしている子どものなかには、幼い頃の養育
環境が適切でなかったために勉強する習慣が身に付かず、
学力的に遅れている子どもがいる６）。
　彼らの養育環境は鍋倉によると「両親が揃っていた場
合でも、包丁を突きつけるなどの両親の派手な喧嘩、父
親の酒乱やギャンブルで多額の借金を作り失踪、そして
夫婦の不仲で両親が離婚、離婚後に母親の精神障害が表
出した事実もある」と報告している７）。また、越後は「～

（前略）～義母は、学校にも行かせない。掃除、めし、そ
して 0 歳児の異母きょうだいの面倒を見ろとか。～反抗
すると（義母が）で頭を、カーンっていってヒューって（自
分が）気い失ってって気がついたときに親父がいて、あっ、
もうこれ死ぬなって～」と小学校４年生の男児の過酷な
状況を報告している８）。つまり、義母から家事や育児を
強制されて、学校に行かせてもらえないということであ
る。こうした家庭環境では子どもに「意欲」・「主体性」
を養うことは困難であろう。このようなことから「意欲」・

「主体性」を養うには、経済的要因も大きく影響している
と考え、Ⅲでは、そのことについて論じていく。
　
Ⅲ．経済的要因と意欲・主体性
　

（１）不安定な就労　
　児童福祉司の山野は、日々の業務のなかで、真面目に
働いても生活するのがやっとの収入しか得られず、長時
間労働に従事せざるを得ない親御さんや、生活が行き
詰まり、立ち行かなくなっている家族に出会うことを
感じると述べている９）。堀場も彼らの親は不安定就労が
32.4％、無職 27.8％、生活保護 9.7％で親の大半が不
安定な低所得階層であり、親自身の生活を維持すること
すら困難な状況だと述べている 10）。これらの指摘から
施設に子どもを入所させる家族の背景に貧困の要因があ
ることがわかる。

（２）経済的困窮と教育のチャンス
　福地によると、子どもも小学校の高学年になる頃に
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は、将来は学費を出してもらえそうかを感じ始めるとい
う 11）。もし、ゴールに入れないことが決まっていたら、
それまでのレースも “ やる気 ” が出るはずはないと述べ
ている。また、和田は「金のない貧困層の子どもは学力
を高めるなど、高度な教育を受けるチャンスが少なくて、
“ 這い上がろう ” という意欲を持てない」とも述べてい
る 12）。このことから彼らは高学年になるまでの間に勉
強の過程で獲得される「意欲」・「主体性」を養うことが
出来なかったと推察される。こうした特性は、勉強の過
程だけで養われるものではない。

（３）意欲・主体性と勉強
　吉田によると「子どもの気持ちや言い分を肯定的に聞
ける親は子どもの意欲を尊重できる」と述べている 13）。
しかし、Ⅲ－１でも述べたような不安定な就労のなかで
子育てをしている親には、吉田が述べているような姿勢
を求めることは困難ではない。人がいきいきとした生活、
充実した人生を送るには「意欲」や「やる気」という姿
勢は重要な意味をもつ 14）。こうした「意欲」と「やる気」
は人間関係と言う「経験」からも得られる。
　
Ⅳ．経験から学ぶ「人間関係」

　子どもは「人間関係」が豊富とは言えない。秋月によ
ると、暴力を経験している子どもは人間への信頼感を持
てないから友人もできにくい。友人の家に遊びにいく機
会が少なく、ましてや、友人を家に呼ぶ機会はもっと少
ない 15）、と述べている。また、松本の入所児童の親の
調査では 31 例のうち、22 例は過去５年以内の転居歴
があると述べていることから、ここでの継続した友人関
係は困難であると推測できる 16）。
　つまり、暴力・暴言が流布した家庭で育つと、“ 知ら
ず知らず ” のうちに人間関係が狭くなり、人間関係とい
う「経験」からも「意欲」・「主体性」を養うことを困難
にする。こうした姿勢で施設へ子どもはやってくるが、
一般的には施設において「意欲」・「主体性」や「経験」
を潤沢に養い、積んでいくことは困難であることがうか
がえる。

Ⅴ．施設での生活

（１）集団生活と意欲・主体性
　施設は、集団生活であるから、生活全般の秩序を維持
するために、毎日の生活の規則や日課は強固なものとな
る 17）。一人ひとりが “ 自分の判断で行動する ” ことが
困難になるといえる。

　しかし、施設は先述したように集団生活ということや
職員配置基準の関係もあり、規則や日課が必要であり、
これに基づいて、運営されている。この点について、ファ
ミリーホームを主催している川上は、施設などで、決め
られた仕組みのベルトコンベヤーに乗っていただけのよ
うな子たち。自分で物事を決めたことで生じる責任感も
身についていないため、うまくいかないと誰かに責任を
転嫁して怒りを向けるのだと述べている 18）。
　人間は一般的に、他人に行うように指示されるより、
自分がしたいと思って決めた活動の方が、「意欲的」・「主
体性」をもって取り組む傾向にある。19）しかし、施設で
の生活では先述したように規則・ルールがあり、その中
で「意欲的」・「主体性」を十分に養うことは施設や職員
等による意識的な関わりが必要ではないか。次は、施設
入所前も身につけることができなかった学習の過程で獲
得される「意欲」「主体性」そして「経験」について論じる。

（２）低学力と意欲・主体性
　児童指導員の桑原らによると「子どもの多くは低学年
の段階ですでに各教科の学習が停滞しており、自信を失
い、投げやりな態度が見られる。学校の授業でも参加に
課題を抱えた児童が多い 20）。と述べている。施設に入
所してからも、勉強に対して「意欲的」・「主体的」に向
かい合うことが困難だという。ⅡやⅢでも述べたように、
入所に至るまでの環境では勉強に取り組める家庭環境に
はほど遠くて、勉強ができなければ、授業が楽しくない。
授業が楽しくなければ、勉強が嫌いになる 21）。この悪
循環で進学をあきらめる場合がある。
　すなわち入所前と同様に、学習する過程で獲得される

「意欲」「主体性」を入所後も養うことができなかったの
ではないか。もちろん、入所後の学習環境も、８割の施
設が大舎制の形態をとっており、静かな学習室の確保な
どや特別指導などで補う必要性がある 22）。

（３）学校での人間関係　
　子どもたちは、地域にある小学校、中学校、高校へ通
う。施設の規模にもよるが、一定程度の人数の子どもた
ちが同じ学校に通うことになるから、施設は地域や学校
にとって大きな存在となる 23）。児玉によると、少子化の
なか、養護児童は増えているため、高齢化の進展してい
る町村では、施設の存在が学校規模を大きくして、学級
数が増え、少人数学級を実現した事例もあると述べてい
る 24）。それにもかかわらず、施設に対して差別や偏見を
持っている人達もみられ、加えて学校での友人関係は潤
沢ではない場合も多々みられる。つまり、多様な人間関
係を「経験」して「意欲」・「主体性」を養うことは一般
家庭の子どもと比較して十分ではないことがうかがえる。
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　事実、秋月によると、クラスメイトから下校時にあと
をつけられ、施設から通学していることを隠すため施設
の名称のプレートを新聞紙で覆った中学２年生の男子生
徒がいることを報告している 25）。また、飯島は、「税金
で暮らしているのに贅沢するな」といわれたり 26）、シ
ラミがでると自分のせいにされたり、弁当が何時も同じ
だとからかわれたりした生徒のことを報告している。も
ちろん、野球、サッカーなどの部活動に励み、平凡だ
が学生生活をエンジョイしていた者もいる 27）。しかし、
児玉は施設でも学校でも一緒という仲間関係は逃げ場の
ない閉塞的なものとなりがちだと述べている 28）。
　つまり、施設入所後も入所前と同様で多様な人間関係
を「経験」して「意欲」・「主体性」を養うことは困難で
あると考えられる。この観点から、里親のもとで養育さ
れることがよいのではと考える。

Ⅵ．里親のもとでの生活

　里子の経験のある戸松は、施設は集団生活であるから、
上下関係や保育士や児童指導員との関係により、自由が
ない等の問題があり、施設にいることを苦痛に感じてい
た 29）と施設での生活を振り返っている。また、里親の
槙原は、施設は団体生活であるから規則や年長の子ども
への気兼ねなど制約のある生活をしているが、家ではそ
れがないから “ のびのび ” としている 30）。
　こうした環境であることを反映してか、小学校時代は、
自分の生育歴を友達に話して、元気に過ごしていたと里
子の時のことを戸口は報告している 31）。しかし、村木
は里親の北川を取材して、普通の家庭で育った子どもた
ちへの気後れや劣等感があって、学校の集団に入ること
ができなかったとも報告している 32）。里親子に対する
差別や偏見が社会のいくつかの場面で見られるのも事実
である。
　この点について、児童養護施設で育った渡井は、施設
や里親のもとで育ったという負い目を感じざるをえない
として、この原因を先述した社会の差別や偏見に求めて
いる 33）。しかし、里親は言うまでもなく一般家庭であ
るから、食事、就床、その他の日常生活上の時間は決まっ
ているが、それは家族各人の都合の公約数に定まるもの
であり、また、そのときどきの状況により、かなりの流
動性をもっている 34）。しかも、集団生活ではなく他の
子どもへの気遣いも考えなくてよい。つまり、施設と比
較して自由であるから、子どもの「意欲」・「主体性」は
養われやすいだろう。次は、里親のもとで多様な人間関
係を「経験」から学ぶことについて論じる。

Ⅶ．里親と多様な人間関係
　　

（１）経済的要因
　里親は一般家庭と比較して年収は多い。2008 年の厚
生労働省の調査によると里親の年収は 632 万円で一般家
庭の 566.8 万円より約 67 万円程多い 35）。一ヵ月に換算
すると、家庭と比較して約 5.6 万円多いことになる。里
親は経済的にゆとりがある場合が多いので、多様な「人
間関係」を里子にも “ 提供 ” できる可能性を含んでいる
と考えられる。
　なぜならば、一般世帯においては、経営者やホワイト
カラー層は、不安定な階層や無業者層より心身の状態が
良好で、地域の活動への参加も頻繁でヨコの繋がりがあ
り交流も活発であるといわれ 36）、そのことからも先述
のことが指摘できる。

（２）選択肢・チャンス
　Ⅶの１で述べたように里親は、年収も一般家庭より多
い。つまり、年収が高いことは大学卒業の可能性が高
い 37）。小林によると、高学歴の親は、社会も人間も第
一線で幅広く見ているはずだと述べている。38）子ども
の将来には様々な可能性が広がっていることを情報提供
することが大切で、里親などの選択肢があることを教え
ていかなくてはならないと述べている。このようなこと
が里親に期待できるならば、里子に「多様な人間関係」
を「経験」させることで「意欲」・「主体性」を養える可
能性は高い。
　
Ⅷ．おわりに
　子育てへの支援が言われて久しいが、特に児童養護施
設をはじめ養護系の施設への入所理由の多くは虐待であ
る。子どもと子育て家庭を取り巻く環境の変化の中で、
社会的養護の場として施設が担う役割は重要だ。しかし、
本稿では子どもたちは入所前・後の経過の中で意欲・主
体性を養うことが困難になる場合が多々あることを考察
した。
　この克服の観点から里親委託を提案した。特に、学習
の過程で獲得される「意欲」・「主体性」については、施
設で養護されるより里親の方が、それらを引き出す環境
的な可能性は高い。
　大学全入時代に施設で育った子どもの大学進学率は
13.0％にとどまっている 39）。しかし、里親委託された
子どもの大学進学率は 26.9％と倍増している 40）。西澤
は「里親家庭の子の進学率の方が高いのは、進学の夢を
かなえてあげたいという里親の個人的な貢献による部分
が大きいのでしょう」と述べている 41）。Ⅶ－１でも述
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べたように、里親は一般家庭と比べて経済的ゆとりがあ
る場合が多いので、里子の進学をサポートできたのでは
ないか。つまり、里親のもとで子どもは勉強に励みその
過程で「意欲」・「主体性」を養うことができると思われる。
言うまでもなく、大学などへの進学がすべてではない。
　橘木は、学歴は、人の価値基準において一つの変数に
すぎず人間には性格、手先の器用さなどの価値基準があ
るので、学歴だけで人の価値評価を定めることは、短絡
的なことだと述べている 42）。しかし、長瀬は、高学歴
の達成は安定した職業生活を営み現代社会を生き抜くた
めの糧となると述べている 43）。いずれにしても、施設
で生活している子どもたちにとって将来の生き方や職業
選択の幅を広げるためも里親制度は推進されるべきだと
考える。
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